
(概要版)

ー知識や体験と関連付けながら思考をまとめる三段階学習を通してー

本研究は、中学校国語科説明的文章指導において、筆者の主張について自分の考えをもつ力の育
成をねらいとしたものである。具体的には、筆者の主張を正確に読み取る基礎的学習の後、発展的
学習として、自分の知識や体験を根拠に肯定（共感）及び否定（疑問）の両立場から考えたことを
書く第一段階、両方の立場の根拠を比べ自分の立場を選択する第二段階、筆者の主張について考え
と根拠をまとめる第三段階を設定し、自分の考えをもつ力を育成できたかを検証した。

長期研修員 横谷 隆研究の概要

主題設定の理由

研究構想図

目的や意図に応じて
説明的文章を読み取ること

自分の考えや伝えるべき内容を
相手や目的に応じて表現すること

★「自分の考えをもつ力」とは
「筆者の主張について根拠を明
確にした自分の考えをもつ力」
のこと

★「根拠を明確にする」とは
これまでに身に付けてきた知識
や様々な体験と関連付けて考
えの理由をはっきりさせること

「中学校学習指導要領解説（文部科学省）」国語科改訂の趣旨

言葉を通して的確に理解し、論理的に思考し表現する能力を育成すること

「はばたく群馬の指導プラン」（２０１２年）国語科の課題

っ
ｚ

読み取った文章に
ついて、自分の考えを
もつためには、どうし
たらいいのだろう？

基礎的学習

＜ワークシートの工夫＞

＜三段階学習の展開＞

発展的学習

発展的学習の充実

生徒の現状



授業実践

基礎的学習 ≪筆者の主張を正確に読む≫ １～３時間目

第一段階 視野を広げる 第二段階 立場を選択する 第三段階 考えをもつ

キーワードを抜き出し
たりまとめたりするワー
クシートで、筆者の主
張を読み取ります。

「①筆者の主張と自分の考え」と「②根
拠」を書き分けてから、①の考えと矛
盾しないように「③自分の考え」を書き、
双括型の文章構成でまとめます。

自
分
の
考
え
１

自
分
の
考
え
２ 自

分
の

考
え

自
分
の

考
え

根
拠

疑問に思う箇所（そうかな？） 共感できる箇所（そうだな！）

引
用
（
本
文
か
ら
抜
き
出
そ
う
）

【例
】鯨
や
象
が
高
度
な
「知
性
」を
も
っ
て
い

る
こ
と
は
、
た
ぶ
ん
間
違
い
な
い
事
実
だ
。

根
拠
（
自
分
の
知
識
や
体
験
を
書
こ
う
）

鯨
や
イ
ル
カ
が
、
鳴
き
声
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
協

力
し
て
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
本
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
ら
。

生徒Ａの記述より

○水族館でオルカが見せてくれる「芸」のほとんどは実
は人間がオルカに強制的に教えこんだものではない。
（疑問に思った箇所の引用）
○ショーを見たときに、人がイルカの手助けをしたり教
えたりしていた。（疑問の根拠）

【例
】人
間
は
環
境
破
壊
を
起
こ
し
、
地
球
全

体
の
生
命
を
危
機
に
陥
れ
て
い
る
。 自

分
の
立
場

共
感
で
き
る

ど
ち
ら
か
と
い
う

と
共
感
で
き
る

ど
ち
ら
か
と
い
う

と
疑
問
に
思
う

「自分の立場①」を選択したら
〈自分の考え１〉を書きます。
グループでの意見交流の後、
気付いたことを基に〈自分の
考え２〉をまとめ直します。

疑
問
に
思
う

〈自
分
の
考
え
１
〉

〈自
分
の
考
え
２
〉

交
流

メ

モ

①
筆
者
の
主
張
と
自
分
の

考
え

(

〈
自
分
の
考
え
２
〉
を
基
に

ま
と
め
よ
う
）

②
根
拠

(

本
文
の
引
用
と
根
拠
と

な
る
知
識
や
体
験
を
文

章
に
ま
と
め
よ
う
）

発
展

予
想
さ
れ
る
反
論

反
論
に
対
す
る
反
論

※

①
②
③
が
書
け
た
人
は
、

書
い
て
み
よ
う

③
自
分
の
考
え

(

①
に
書
い
た
自
分
の
考
え

と
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
文

章
を
ま
と
め
よ
う
）

◎
要
約
文

具
体
例
③

具
体
例
②

具
体
例
①

【

】
や
【

】
は
、
た
だ
餌

の
で
は
な
く
、
捕
ら
わ
れ
の
身
に
な
っ
た
自
分

自
分
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
と
し
て
い

そ
し
て
、
生
き
る
こ
と
を
楽
し
む
た
め
に
（

フ
ロ
リ
ダ
の
学
者
が
雌
の
【

】
に
名
前

た
と
き
に
は
、
学
者
は
頭
を
上
下
に
う
ん
う
ん

【

】
も
学
者
に
（

）
の
名
前

そ
の
学
者
の
発
音
が
う
ま
く
い
っ
た
と
き
に
は

ア
フ
リ
カ
の
（

）
で
、
あ
る
自
然
保

草
原
で
新
し
く
見
つ
け
た
も
の
を
持
ち
帰
り

【

】
が
や
っ
て
き
て
、
数
百
個
も
集
め

を
見
分
け
て
持
ち
出
し
、
元
の
場
所
に
戻
し
た

キーワードを抜き出す
ワークシート

発展的学習 ≪筆者の主張に対して自分の考えをもつ≫ ４～６時間目

第
三
段
落
を
読
み
、
次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い

①
人
間
の
「
知
性
」
と
は…

「

②
鯨
や
象
の
「
知
性
」
と
は…

「

③
「
ガ
イ
ア
の
知
性
」
と
は…

「

意
味

意
味

（
学
ぶ
）

な
知
性

な
知
性

キーワードをまとめる
ワークシート

題材「ガイアの知性」（中学国語２年・教育出版）全６時間計画

自
分
の
立
場
①

基礎的学習では、筆者の主張を正確に

読み取れるように、キーワードに着目して
ワークシートにまとめました。その結果、
効率よく正確に筆者の主張を読み取る
ことができました。

疑
問
に
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
う

と
疑
問
に
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
う

と
共
感
で
き
る

共
感
で
き
る

自
分
の
立
場
②

生徒Ａの記述より

○筆者は「ガイアの知性」に進化する必要があるといって
いて私もどちらかというと共感できる。（①の記述）
○人間の知性は環境破壊につながっている。（②の記述）
○疑問に思う部分もあるが、筆者の考えは、どちらかとい
うと共感できる。（③の記述）

自分の立場を選択するためのワークシート

生徒Ａの記述より

○イルカや象が高度な知性を持っていることはわかるが、
人間に対して話をすることができないので、どちらか
というと疑問に思う。（自分の考え１）
○人間の高度な知性が環境破壊につながっているので、
どちらかというと共感できる。（自分の考え２）

発展的学習では、三段
階で自分の考えをもつ
までの思考の流れを
ワークシートにまとめ
ました。また、「予想さ
れる反論」と「反論に対
する反論」を書く欄を設
定し、自分の考えを深
める工夫をしました。

自分の視野を広げるためのワークシート

根
拠

根
拠

自分の考えをまとめるためのワークシート

共
感
で
き
た

箇
所
の
引
用

疑
問
に
思
っ
た

箇
所
の
引
用

人
間
は
今
、
社
会
全
体
で

全
体
の
生
命
を
危本文を共感、疑問の立場から読み、

「共感できた箇所」「疑問に思った箇
所」について本文からの引用とその
根拠をまとめます。



問い合わせ先 群馬県総合教育センター 担当係：高校教育研究係 ０２７０－２６－９２１４（直通）

結果と考察

成果と課題

● 三段階学習で確実に思考をまとめさせるこ
とにより、筆者の主張について自分の考えを
もつ力を高めることができた。
● 基礎的学習では、ワークシートを工夫する
ことにより、これまでよりも少ない配当時間
で筆者の主張について読み取らせ、発展的学
習の時間を多く設定することができた。

▼ 自分の知識や体験が少ない生徒に対して根
拠の参考になる補助資料が必要である。
▼ 筆者の主張ではなく、筆者の取り上げた具
体例に疑問をもった生徒は、文章にまとめる
際に自分の立場について迷いを感じていた。
立場の選択の際には、筆者の主張をさらに
意識させる発問を工夫する必要がある。

成 果

第二
段階

【

立
場
を
選
択
す
る

】

第三
段階

【

考
え
を
も
つ

】

【

視
野
を
広
げ
る

】

第一
段階

交流しながら考えを深め、自分の立場を選択できました！

生徒の自己評価よりワークシートの記述より

課 題

立場と根拠を意識して考えをまとめることができました！

生徒の自己評価よりワークシートの記述より

共感するだけでなく疑問をもつことで、多くの生徒が視野を広げることができました！

生徒の自己評価よりワークシートの記述より

課 題

筆
者
は
鯨
や
象
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
、
「
ガ
イ
ア
の
知
性
」
に
進

化
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
て
い
て
、
私
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
共
感
で
き
ま

す
。な

ぜ
な
ら
、
人
間
の
ほ
う
が
話
せ
た
り
し
て
高
度
な
知
性
を
も
っ
て
い
る
よ

う
な
気
も
す
る
が
、
そ
れ
は
「
攻
撃
的
な
知
性
」
で
あ
り
、
環
境
破
壊
に
つ
な

が
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち
が
実
際
に
よ
く
使
う
紙
は
木
を
も
と
に
で
き

て
い
ま
す
。
紙
を
作
る
に
は
木
が
必
要
で
す
。
木
は
森
を
切
ら
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
人
間
し
か
得
に
な
ら
な
い
こ
と
を
平
気
で
や
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
紙
を
最
後
ま
で
使
う
の
な
ら
い
い
け
れ
ど
、
少
し
だ

け
し
か
使
わ
ず
に
私
た
ち
人
間
は
捨
て
て
し
ま
い
ま
す
。
き
っ
と
筆
者
は
こ
う

い
っ
た
こ
と
を
「
攻
撃
的
な
知
性
」
と
い
い
た
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

で
森
林
を
次
か
ら
次
へ
と
切
っ
て
い
く
様
子
を
見
た
り
す
る
と
自
分
た
ち
の
こ

と
し
か
考
え
て
い
な
い
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
鯨
や
象
の
「
受
容
的
な
知
性
」
を
人
間
も
取
り
入
れ
「
ガ

イ
ア
の
知
性
」
に
進
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

☆

第３段階で、選
択した立場とその
根拠を組み合わせ
た自分の考えを原
稿にまとめ、それ
を発表し合う活動
をしました。
◎には自分の考
え、☆には知識や
体験に基づいた根
拠が記述されてい
ます。

生徒Ａの発表原稿

◎◎

読み取った文章につ
いて自分の考えをも
つことができました。


